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 阿蘇海環境づくり
 協働事業　135万円
　地域住民や
団体と協働し
て、阿蘇海沿
岸の清掃活動
を実施。また、
専門家研究会
において、阿
蘇海環境改善
に向けた具体的方策を検討します。

 ツキノワグマの行動把握 
 調査事業　100万円
　発信器を装着して学習放獣されたツキノ
ワグマの行動把握や、果樹園への侵入を防ぐ
電気柵の効果の検証を
実施し、安心・安全な生
活の確保と果樹被害の
軽減を図ります。

 新丹後活動プラン推進
 ネットワーク事業
 145万円
　新丹後活動プランの進捗状況や今後の重
点課題などの検討を行う丹後地域戦略会議
を開催するとともに、取り組みを周知する広
報紙を発行し、プランを推進します。

 丹後の豊かな緑環境を
 守り育てる事業　50万円

　海岸林の松枯れが
深刻化しているため、
枯れ木の伐採・除去
や、松枯れに強い品種
の植樹など、住民参加
により、豊かな緑環境
を守り育てます。

 丹後産品ブランディング 
 事業　150万円
　10回目の特Aを獲得した丹後産コシヒカ
リなどの丹後産品を首都圏のスーパーなど

でPR。また、葉たばこが
廃作となった国営農地
を活用して、丹後オリ
ジナルの一次加工食材
の開発を図ります。

 丹後地域NPO情報等
 発信事業　60万円
　地域のNPO団体のプロモーション
映像を製作し、ケーブルテレビやイ
ンターネットテレビで紹介するなど、
NPO団体の情
報発信を支援
します。

　丹後地域振興計画（新丹後活動プラン）に基づき、自然や食など
地域の「宝」を生かし、元気な丹後を目指した取り組みを引き続き
進めていくため、今年度、丹後広域振興局で実施する独自事業（地
域振興計画推進費）をご紹介します。

昨年に宮津市で開催した「丹
後のたからもの展」

九条ねぎ

阿蘇海の清掃活動

健康づくりのための体操

地域の持っている「宝」をいかした「元気な丹後」
　平成25年度　丹後広域振興局　当初予算

地域振興計画推進費　1,570万円

 山陰海岸ジオパーク・KTR 
 利用促進事業　100万円
　兵庫県、鳥取県と府域を越えた連携による
イベント列車「ジオパークディスカバリー」を
運行し、山陰海岸ジ
オパークの知名度
向上による観光誘
客と北近畿タンゴ
鉄道の利用促進に
取り組みます。

 丹後「食の絆」 
 プロジェクト　100万円

　丹後ならではの
食材を使った「丹
後長寿御膳・弁当」
を開発。さらには
「丹後・食の王国　
食と文化の祭典」

を開催し、丹後の食をＰＲするなど、食の創造
と発信を進めます。
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 丹後ウェルカム
 プロジェクト　300万円
　丹後の食と織物がコラボした新たなライ
フスタイルの楽しみを提案する「京都・丹後
のたからもの展」を
大阪で開催。さら
に、地域住民主体の
「丹後おもてなし隊
（仮称）」を結成し、
丹後の魅力を発信
していきます。

 丹後いきいき高齢者・ 
 地域で健康づくり推進事業 
 100万円
　健康づくりや介護予防につながるプログ
ラムを作成するとともに、「高齢者いきいきサ
ポーター（仮称）」
を養成し、高齢
者が元気に暮
らせる健康長寿
の丹後を目指し
ます。

 次世代につなぐ自然との 
 共生事業　250万円
　体験学習を通して
子どもたちに農村の
重要性を知ってもら
うとともに、都市住民
や大学生と地域住民
が協働で耕作放棄地
対策を実施するなど、過疎化・高齢化の深刻な
農村の農業用施設や生活環境を維持します。

 丹後地場産業に根付く 
 人づくり事業　80万円
　小中学生を対象に、地場産業に関連する分
野を中心としたテーマで科学実験教室を開

催し、科学が好
きな子どもを
育て、丹後のも
のづくりを担う
人材を育成し
ます。
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